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（2013年6月現在の登録内容）

作物名

ばれいしょ 3回疫病
200～250

800～1,000

25

100～300
7日

適用病害名 希釈倍数（倍）
10アール当り
使用液量（ℓ） 使用時期＊ 使用回数＊ 使用方法

散布

＊印は収穫物への残留回避のため、その日まで使用できる収穫前の日数と、本剤およびそれぞれの有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示します。

1）散布液調製時には、ビンをよく振って内部の成分をよく攪拌してから薬量を計って下さい。
2）調製した薬液は、調製した当日に使いきって下さい。
3）使用液量は、対象作物の生育段階、栽培形態および散布方法に合わせて調節して下さい。
4）希釈倍数２００～２５０倍で散布する場合は、少量散布に適合したノズルを装着した乗用型の地上液剤散布装置を使用して下さい。
5）蚕に対して影響がありますので、周辺の桑葉にはかからないようにして下さい。









・アイノアカ
・アスタルテ
・キタアカリ
・キタヒメ
・キタムラサキ
・コナフブキ

・サヤカ
・スノーデン
・男爵薯
・デジマ
・とうや
・十勝コガネ

・トヨシロ
・ニシユタカ
・農林1号
・花標津
・普賢丸
・ベニアカリ

・紅丸
・ホッカイコガネ
・メークイン
・ワセシロ

・アクタラ顆粒水溶剤
・アグロスリン水和剤
・アディオン乳剤
・アドマイヤー顆粒水和剤
・アドマイヤー水和剤
・アルバリン顆粒水溶剤
・ウララDF
・エルサン乳剤
・エンセダン乳剤

・アグリマイシン-100
・アグレプト液剤
・アグレプト水和剤
・カスミンボルドー
・カセット水和剤
・キンセット水和剤

・オルトラン水和剤
・ゲットアウトWDG
・サイハロン乳剤
・ジェイエース水溶剤
・スカウトフロアブル
・スタークル顆粒水溶剤
・ダントツ水溶剤
・チェス顆粒水和剤
・デナポン水和剤50

・テルスター水和剤
・トレボンEW
・トレボン乳剤
・バイジット乳剤
・バイスロイド乳剤
・パダンSG水溶剤
・バリアード顆粒水和剤
・ペイオフME液剤
・ベジホン乳剤

・ベストガード水溶剤
・マブリックEW
・モスピランSL液剤
・モスピラン水溶剤
・ラービン水和剤75
・ルビトックス乳剤

・コサイド3000
・スターナ水和剤
・スミレックス水和剤
・銅ストマイ水和剤
・トップジンM水和剤
・ナレート水和剤

気象条件、栽培条件、生育ステージ、品種などにより異なる結果が得られることも予測されますので、
参考事例としてお取り扱い下さい。

・バイオキーパー水和剤
・バクテサイド水和剤
・マテリーナ水和剤
・ロブラール水和剤



試験年度 薬害判定対
無処理

対
対照

対照薬剤/処理条件希釈倍数圃場 発生
状況

実施機関

平成14年

平成14年

平成14年

平成14年

平成15年

平成15年

平成15年

平成15年

平成15年

平成15年
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－

－

－

－

－

－

－
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－

－

－

－
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A
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B
B
？
？
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
A
B
A

A剤 X1,000
B剤 X400
A剤 X2,000
D剤 X400
A剤 X2,000
D剤 X400
A剤 X2,000
D剤 X400
A剤 X1,000
A剤 X1,000
B剤 X400
A剤 X2,000
D剤 X400
A剤 X2,000
D剤 X400
A剤 X1,000
D剤 X400
G剤 X1,000
B剤 X600
B剤 X600
A剤 X1,000
B剤 X600
A剤 X1,000
B剤 X600

800倍

1,000倍

800倍

1,000倍

1,000倍

800倍

800倍

1,000倍

800倍

1,000倍

1,000倍

800倍

1,000倍

露地

露地

露地

露地

露地

露地

露地

露地

露地

露地

多

甚

甚

中

中

甚

甚

多

甚

甚

北海道中央農試

北海道北見農試

北海道十勝農試

北植防・長沼

北海道中央農試

北海道十勝農試

北植防・長沼

日植防研（中央農研セ）

長崎総農試愛野

日植防研宮崎

試験年度 薬害判定対
無処理

対
対照対照薬剤/処理条件希釈倍数圃場 発生

状況実施機関

平成18年
平成19年
平成20年
平成20年
平成21年
平成21年
平成21年

－
－
－
－
－
－
－

A
B
A
B
B
C
A

A
B
A
B
B
C
A

B
A
B
C
C
B
A

A剤 X1,000
A剤 X1,000
リライアブルフロアブル X800 通常間隔
A剤 X1,000 通常間隔
リライアブルフロアブル X800 通常間隔
A剤 X1,000
A剤 X1,000

1,000倍
1,000倍
800倍
800倍
800倍

1,000倍
800倍

露地
露地
露地
露地
露地
露地
露地

多
甚
多
多
甚
甚
甚

北海道十勝農試
北海道十勝農試
北海道中央農試
北海道中央農試
北海道中央農試
北海道北見農試
北海道十勝農試

試験年度 薬害判定対
無処理

対
対照対照薬剤/処理条件希釈倍数圃場 発生

状況実施機関

平成18年

平成18年
平成19年
平成19年
平成20年
平成21年
平成21年
平成21年

－

－
－
－
－
－
－
－

C
C
?
A
B
?
A
A
B

C
C
?
A
B
?
A
A
B

C
C
?
B
C
?
B
A
B

A剤 X2,000
C剤 X1,500
A剤 X1,000
A剤 X1,000
A剤 X2,000
A剤 X1,000
C剤 X1,500
A剤 X2,000
A剤 X2,000

1,000倍

1,000倍
1,000倍
1,000倍
800倍
800倍
800倍

1,000倍

露地

露地
露地
露地
露地
露地
露地
露地

中

無
甚
甚
極少
甚
中
中

北植防・長沼

北海道中央農試
北海道中央農試
北海道北見農試
北海道中央農試
北海道中央農試
北海道北見農試
北海道北見農試

試験年度 薬害判定対
無処理

対
対照対照薬剤/処理条件希釈倍数圃場 発生

状況実施機関

平成17年
平成17年

平成18年
平成18年
平成18年

－
－

－
－
－

－

A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A

B
B
A
A
A
B
B

A剤 X2,000
A剤 X2,000
A剤 X2,000
E剤 X400
A剤 X2,000
A剤 X2,000
E剤 X400

200倍
200倍

露地
露地

多
甚

北海道中央農試
北海道北見農試

平成17年 200倍露地 多北海道十勝農試

250倍
250倍
250倍

露地
露地
露地

甚
多
多

北海道中央農試
北海道北見農試
北海道十勝農試

■ ばれいしょ・疫病

■ ばれいしょ・疫病　ダブルインターバル

■ ばれいしょ・疫病　塊茎腐敗

■ ばれいしょ・疫病　少量散布


